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第2693回例会

11月11日　卓話
11月19日　夜間例会（ボジョレーヌーヴォーを楽しむ会-家族同伴）十三文

例会日：毎週水曜日　12:30
例会場：ホテルグランド富士
　　　　TEL〈0545〉61-0360
事務所：〒416-0913　富士市平垣本町8-1
　　　　ホテルグランド富士内
会　長：岸　本　泰　次
副会長：石　井　　　誠
幹　事：滝　　　克　芳
副幹事：田　村　　　洋

「健康に、明るく、行動しよう」

http://fuji-rc.com/

2020.10.21

会 長 挨 拶 岸 本 泰 次

ソング 「それでこそロータリー」

「富士山百景」聞き上手「富士山百景」聞き上手

　 こんにちは
10月も最後の例会になりました。急に晩秋の肌寒い季節
になり、コロナ禍、インフルエンザと厳しい時期に入り
ました。インフルエンザ予防接種も早めに済ませるとい
いと思います。
　コロナ禍の為、会って話をする、社交的な情報交換の
場が少なくなっているのが現状のようです。
　当クラブは月１回の夜間例会、ロータリーではない場
所と時間に合う企画をクラブに作り、安い費用とし、ま
たクラブはその費用を負担するかあるいは、その都度会
員が会費を負担し、少しでも会員同士の交流、親睦がで
きるように、植田親睦委員長、等 会員、事務局高橋さん
の協力によって行われています。
　このような交流の場を楽しみながらこの雰囲気の良い
クラブを内外に発信し、ロータリーに少しでも関心があ
る人をゲストに迎え会員増強にもつなげていければよい
と思います。
　今月の25日、会員有志による(音楽の夕べ) 懐かしのグ
ループサウンズ演奏、歌を今から楽しみにしています。

　会員数　 計算会員数  欠席者数　 出席者数　  出席率
　 33名　　　33名　　    5名　　　29名 　     88%
2691回　10/7確定

2693回

　会員数　 計算会員数  欠席者数　 出席者数　  出席率
　 34名　　　34名　　   10名　　   24名　 　  71%
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加 藤 良 彦
石 井 　 慈
加 藤 初 枝
山 下 欣 枝
佐 藤 昌 久
佐 野 家 弘
滝 　 克 芳
榮 賀 　 明
岸 本 泰 次
植 田 眞 晴
等 　 健 次
石 井 　 誠
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お誕生日
おめでとう
ございます

★私のスマイル
等　健次君　久し振りの秋晴れ｡朝の富士山最高でした！
瀧　真砂人君　誕生日プレゼントをありがとうございま
　　　　　　した。妻も喜んでいます。
川村統勇君　なんとなく。



望 月 昭 宏編集者

富士ロータリークラブ　新型コロナ撲滅ライブアートコネクト静岡
アートディレクター卓 話

遠 藤 次 朗 様
患者の抱える不安を
アートで癒したいプロジェクト

医療空間に癒しのアートを

静岡済生会総合病院×障がい者
作家×スポンサー×NPO法人

人は誰でも病気をすることがあります。
病気への不安を抱えながら、辛い治療と向き
合い、行動の規制が多く単調な入院生活では、
精神的な疲労から解放するための癒しが必要です。
病院はそういったストレスに対する配慮と工夫が最も必要な場所であるはず
なのに、院内空間は医療従事に優先され「癒し」の存在が感じられにくく、
不安を解消する配慮が感じられないところがまだまだ多いのが現状です。
治療に前向きになるための癒しをアートで提供したい。
しかもそのアートはハンディキャップを持つ人の強く生き生きとした
活力に満ちたアートが良いと考えます。彼らはハンディキャップを持
ちながらも前向きにひたむきに生きているからです。彼らのアートは
時に元気と勇気を与えてくれます。
それまで健常が当たり前だった人が病と向き合うことで、
今まで感じたことのない事に気が付く時があります。
辛く不安な「病」を経験することで、それまでに無かった新たな自分
と向き合うことができるかもしれません。
少しでも不安を取り除き､患者を勇気付け､前向きな活力を見出したい｡
一人でも多くの患者、そしてそのご家族、病院を訪れた人たちに癒し
と元気を伝えたい。そんな活動です。
そして何よりヒーリング・アートは精神の安定や癒しに大変効果的な
働きを持っています。国内を見ても、そして静岡県内でも事例の少な
い先進的な活動です。
静岡済生会総合病院と障がいのある作家と弁護士スポンサーとコーデ
ィネートするNPO法人｡この素晴らしい出会いが未来の扉を開きます｡
そしてこの運動が静岡県民の意識改革となって障がいのある方々への
理解と尊重の動きとなって広がりますように。

障害のある方の創作するアートの魅力を伝え、ファンとな
る企業（個人）を探して作家と繋ぎ、コーディネートします。１

静岡県内のアート作家を探します。２
作品の情報をアーカイブ化し、未来に向けて活用できる
ようにします。３

作家（家族・所属事業所）、企業とのアート契約を制度化
します。４

障害のある人がアート活動で社会参加できる機会を
創出します。5

令和2年10月25日　有志会員で結成したバンド「ザ・フ
ジロータリーズ」の熱狂ライブを開催。
曲目は 加山雄三、ザ・スパイダーズ など 懐かしのグル
ープサウンズ８曲を演奏。観客には会員の家族をはじめ
富士山日本語学校の先生や生徒など約30名が参加。大型
トラックの荷台をステージに 会場となったヨシノロジ
コさんのターミナルにはノリノリの音楽が響き渡った。
新型コロナの影響で室内での懇親会が難しくなっている
中､屋外ならできると等国際奉仕委員長を中心にライブ
を企画。会場を提供して頂いた吉野パスト会長はじめ会
員一人一人が協力し合いながら今回初めて実現する。
今回のライブは12月に行う「クリスマス忘年家族会」の
予行演習として行ったもので、まさかこんなに盛り上が
るとは誰も思わなかったであろう。
ギター　　：池田正明、花村隆夫
ベース　　：田村　洋
キーボード：赤堀浩子
ドラム　　：望月さん（友情出演）
ボーカル　：吉野栄司、高橋美和、酔っ払い数名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　親睦委員長


